
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の校内平均正答率は 57.1％（基礎 67.6％,活用 33.3％）であり,目標値 65.6％,全 

国平均正答率 66.4％を下回っている。 

・「漢字を読む」の正答率が 100％であるのに対し，「漢字を書く」の正答率は 61.1％，「言葉の学習」 

の正答率は 46.7％であった。１人１台タブレット端末導入による文字を書く機会の減少が影響して 

いることが考えられる。 

・「文章を書く」の正答率が０％であった。昨年度 29.2％であったが数値が低下した。40分の時間配 

分，指定された条件の作文を短時間で書く力が高まっていない。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度の学力調査の結果は，全国平均を若干下回っており，特に「文章を書く」の問題では全

国平均 57.0％に対し，正答が得られなかった。テスト全体を通して回答する際の時間配分が影響し

ている可能性もある。回答の手順をあらかじめ伝えることも検討したい。令和４年度の学力調査に

おける「文章を書く」の結果は，平均正答率 20.8％，全国平均 57.0％であることから，あまり改

善されていないことが分かる。このことから，特に「文章を書く」ための力を付けることが，国語

における課題である。 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・文章いきなり「書き始める」のではなく，書く前に「構成メモ」を作成することを徹底している。 

・文章の型を示し，必要に応じて使うよう声かけをしている。 

・語彙の量を増やすために，日頃のノート指導で既習の漢字を使って書くように指導している。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①文章を書く際には，教科書の例示などをもとに「構

成メモづくり」「文章の型を使った作文」を徹底し

ていく。 

②日頃のノート指導で，既習漢字を使うことができ

ているかを確認する。 

＜検証方法＞ 

❶問われていることに正対しているか，また，筋道立

てて自分の考えをまとめることができているかに

ついて，文章の内容を確認する。 

❷漢字20問小テストを金曜日のベーシックタイムに
行い，全員が 80 点以上取れているか確認する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①構成メモを書くことで文章を論理的に書くことができ

た。 

②漢字 20問小テストで学級平均 90点を年間通して超える

ことができた。既習の漢字を使って文章を書くことが多

くなった。 

＜課題＞ 

①構成メモを書く際に,材料集めで時間をかける児童が多

かった。 

②漢字を使って書くことができるが,画数に過不足がある

など曖昧に漢字を覚えている児童が多かった。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・構成メモを書く際には,材料の例示も多く用意して

１から考えるだけでなく,選択して考えを書ける

ような手立てを打つようにする。 

・ベーシックタイムに漢字の小テストを実施し,繰り

返し漢字を書く機会を設ける。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

構成メモを充実させ,個性ある文章を書くことができる児童 

漢字を正しく暗記し,日常で使うことができる児童 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 社会科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の校内平均正答率は 64.5%（基礎 64.9%，活用 63.0%）であり,目標値 67.5％，全

国平均正答率 69.2%を下回っている。 

・「世界の中の国土」の正答率は 50％であった。特に赤道,大西洋の位置に関する問題で無回答の児童

がおり，知識の定着に関する学級での取組が不十分であることが分かった。 

・日本の貿易の変化について資料をもとに表現する問題では，正答率が 17.4％とかなり低く，資料か

ら考え表現する力に課題があることが分かった。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1)令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度の学力調査の結果は，全国平均をやや下回る結果となった。前学年で学習した「市の様子

の移り変わり」（全国平均 52.4％に対し平均正答率 5.6％）に大きな課題が見られた。問題を分析す

ると，駅舎の時代による変遷，交通網の時代による変遷，自治体の合併による人口増加の変遷という

本校児童にとって実生活を通じての感覚が乏しい分野が苦手であることが分かった。実生活から見

えない状況を想像することは難しく，教科書だけでは，知識や技能は定着しないということが課題

である。 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・１人１台端末を生かして授業スライドを児童に共有し，資料から情報を読み取ることに重きを置い

ている。 

・教科書だけでなく，副教材の資料集も活用して視覚的に情報を記憶できるように工夫している。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①教科書の写真を見るだけでなく，動画を活用して

知識を定着できるようにする。 

②授業で学んだキーワードを使って，振り返りを書

く活動を可能な限り毎時間を行う。 

 

＜検証方法＞ 

❶単元テストにより，知識・技能分野の評価がＢ基準

（正答率 70％）以上になったか。 

❷単元テストにより，思考・判断・表現分野の評価が

Ｂ基準（正答率 70％）以上になったか。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①単元テスト（知識・技能）では，Ａ評価（90 点以

上）の児童が４名,Ｂ評価（正答率 70 点以上）が

２名であった。 

②単元テスト（思考・判断・表現）では，Ａ評価（正

答率 90 点以上）の児童が５名，Ｃ評価（70 点未

満）が１名であった。 

＜課題＞ 

②Ｃ評価の児童については，小さい枠に情報が密集

している問題について整理して考えることが難し

いという課題が見られた。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・たくさんの情報の中から取捨選択することができ

るように，キーワードに線を引くなどの手立てを

示す。 

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

多くの情報の中から，情報を取捨選択できる手立てを理解している児童 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の校内平均正答率は 53.1%（基礎 63.2%，活用 22.9%）であり，目標値 62.3%，全国平均
正答率 60.9%を下回っている。 

・内容別に見ると「分数と小数」の正答率が 50.0%，「円グラフや帯グラフ・平均」が 33.3%となっており，

目標値・全国平均を大きく下回っている。中でも記述式の問題で無答が目立っており，自分の考えを説明

する力が不十分であることが分かった。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・該当項目なし。 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・分数で表すことの良さを児童と確認し，既習事項を授業前に掲示物でおさえる。 

・グラフ問題だけでなく，数直線など用いた際にも単位や数値，めもりの間隔にこだわりながらノート

指導を行っている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①単元内のキーワードや授業な考え方は紙に書き，

教室掲示していつでも復習できるようにする。 

②数直線などを用いた際に，単位や数値，めもりの感

覚にこだわって自分の考えを書くように指導す

る。 

 

＜検証方法＞ 

❶単元テストにより，知識・技能分野の評価がＢ基準

（正答率 70％）以上になったか。 

❷式を数直線で表す活動を行った際には，毎回めも

りの間隔を重点的に確認する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①単元テストでは，知識・技能分野のＡ評価（正答率

90 点以上）が５名，Ｂ評価（正答率 70％以上）が

１名であった。 

②特に割合などの問題では，数直線を使用して式を

作る過程を重点的に指導することができた。 

＜課題＞ 

②テストになると，時間に追われることで数直線を

用いずに問題に取り掛かる児童がいる。 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・公式を覚えるだけでなく,どうして公式が成り立つ

のかを説明できるようにする。 

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

様々な問題に取り組めるように，公式を暗記するだけでなく，どうして公式が成り立つのかを考える過程を

大切にすることができる児童 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 理科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の校内平均正答率は 60.0%（基礎 57.9%，活用 63.6%）であり，目標値 65.0%，全国

平均正答率 65.7%を下回っている。 

・「人のたんじょう」の正答率は 58.3％であった。子宮や受精の知識に関する問題で誤答する児童が見

られ，知識の定着に関する学級での取組が不十分であることが分かった。 

・「ふりこのきまり」の正答率は 38.9％とかなり低かった。特に「ふりこを用いた対照実験を計画す

る」問題の正答率が 33.3％であり，実験計画を自分たちで考えて必要感をもって実験する経験が少

ないことが分かった。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・「太陽と地面のようす」の記述問題（校内平均正答率 0% 全国平均正答率 16.4%），「電気の通り道」

の記述問題（校内平均正答率 0% 全国平均正答率 18.4%）に課題が見られた。学習した知識を使って

論理的に思考し，自分の考えを簡潔に分かりやすく表現する力を高めることが，今後の課題である。 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・基礎的な知識や技能を確実に身に付けているかを理解するために授業の導入や各単元の最後に振り

返りを行い，復習を徹底する。 

・生活経験や既習内容を生かし自分の考えを言葉や図，資料などを使って表現させることによって，論

理的に思考することを習慣化させ，表現力を高める。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①基礎的な知識や技能を身に付けられるように授業

の導入での既習事項の確認，各単元の最後に復習

の時間を設ける。 

②生活経験や既習内容を生かして自分の考えを書く

ことで論理的に思考することを習慣にする。 

 

＜検証方法＞ 

❶単元テストにより，知識・技能分野の評価がＢ基準

（正答率 70％）以上になったか。 

 

❷単元テストにより，思考・判断・表現分野の評価が

Ｂ基準（正答率 70％）以上になったか。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①単元テストでは，知識・技能分野のＡ評価（正答率

90 点以上）が５名，Ｂ評価（正答率 70％以上）が

１名であった。 

②単元テスト（思考・判断・表現）では，Ａ評価（正

答率 90 点以上）の児童が４名，Ｂ評価（正答率 70

点以上）が２名であった。 

＜課題＞ 

特記なし 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・引き続き基礎的な知識・技能を身に付けられるよ

うに導入での既習事項の確認，各単元の最後に復

習の時間を設ける。 

・引き続き生活経験や既習内容を生かして自分の考

えを書くことで論理的に思考することを習慣にす

る。 

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

実験計画を自分たちで考えて必要感をもって実験することができる児童 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・   ・令和７年度の１学期授業評価アンケートでは，「音楽科の授業が好き」「音楽科の授業は分かりやすい」と

いう項目に関して，ほとんどの児童が肯定的な回答である。一方で授業内容の理解度や取り組み方につい

てはやや課題が残り「できるようになるまでのプロセス」を丁寧かつきめ細かく指導していく必要があ

る。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・器楽分野に課題があり，上手く出来なくてもよいので諦めずに最後まで取り組むことに重点を置い

ていた。しかし，今年度は音楽的な感性を働かせ，楽器の特徴を生かした音色で演奏できるよう器楽

分野をさらに発展させていく。 

 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・ソプラノリコーダーの活動において，ワークシートによる自己評価を実施した。また，少人数クラス

を活かした個人レッスン形式で「良い音色とは何か」といった手本を示し，それに向けた具体的な練

習方法を提示する。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①自己評価シート 

 

②個人レッスン 

 

＜検証方法＞ 

❶記入内容から，学習内容の理解度を確認する。 

 

❷中間発表，まとめの発表を通してどれだけ技能が

向上したかを確認する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・歌唱及び器楽の両面において,個々の技能の向上が

見られ,お互いに協力しながらアンサンブルを作

ることができた。 

 

＜課題＞ 

・難易度の高い課題に対して,高いモチベーションを

もつことができず,取り組みまでに時間がかかる

ことがある。 

 

 

 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・課題の取組について,ゴールを明確に示し,それに

向けたきめ細かい指導及び支援 

 

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自分に自信をもち,多くの課題に前向き,かつ主体的に取り組める児童 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

多くの児童が造形遊びや表現の活動そのものを楽しんでいるが，題材の趣旨を理解しきれていない

まま，自分のやりたい遊びに終始してしまう場面があることが課題。また，自分のイメージに技能が追

い付かないことで落胆してしまったり活動に消極的になってしまったりする児童も少なくないため，

造形遊びと絵や立体に表す活動で変化をつけるなど授業の組み立てを工夫していく必要がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】自分が何をどのようにすればよいのか分からず，なかなか制作を始められない児童がいる点

が課題である。また，小学校入学前までに習得した既成概念が影響しているのか，いわゆる「可愛い

絵」や「カッコいい形」をまねる傾向があり，独自性を追究する作品がなかなか見られない点が課題

である 

【改善策】授業の導入で本時のめあてを提示し，教科書の該当箇所を全員で確認することで，制作方法

や作品例を知り，円滑に制作を始められるようにする。制作過程において一人一人の作品の良い点

を具体的に褒めることで，独自性を追求する作品制作をできるようにする。 

【評価】図画工作の授業が始まるという時点で気持ちの高揚があるため，導入時にめあてを理解した

り必要な説明を聞いたりすることが難しい児童がいる。楽しみな気持ちや湧きあがったイメージを

尊重しながらも，めあてを意識できるような導入時の言葉かけや板書の工夫，授業の組み立てを継

続していく必要がある。 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

授業の始めに授業の流れとめあてを示して確認することを徹底し，授業終わりの振り返りをワー

クシートに記入して自分の取り組みを思い出しながら，次回に向けてやるべきことや考えているこ

とを言語化してまとめることを習慣化できるようにしている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①年間２回授業評価アンケートを実施する。 

②授業ごとの振り返りや題材ごとのまとめの活動

を充実させる。 

＜検証方法＞ 

❶年間２回の授業評価アンケートを実施し,内容

を分析する。 

❷振り返りワークシートのフィードバックを行

い，自己評価を継続して比較する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

これまで身に付けた知識や技能を活かして作品制作

に取り組むことができた。 

＜課題＞ 

制作活動そのものを楽しむ姿は見られるが，見通し

をもって取り組むことや，発想したことを形にする

ために創意工夫を凝らすことが苦手な児童が多い。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・図画工作から美術への切り替えにおいて，延長上

にあるが取組の質や学びに向かう姿勢については

着実にステップアップしていくことを理解できる

ような導入を行い，評価基準を明確に示すこと。 

・題材の目標やゴールだけでなく細分化したステッ

プを示して，ただ楽しむだけではなく知識や技能

を習得しながら課題を解決していくことを経験で

きるようにする。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

できないときにどうすればできるようになるか主体的に考えながら創意工夫を凝らすことができる児童 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 家庭科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

 

基礎的な知識が定着している児童は多いが，それを活用したり，自身の考えや作品に表現したりす

ることに対しては課題が見られる。また，題材に関して自身の生活と結び付けて考えながら内容を深

めたり，振り返ったりする意欲を高めていく必要がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和５年度未実施のため該当項目なし。 

 

 

 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・実習・実験などの体験的な活動を多く取り入れられるように工夫し，既習事項を活用する機会を増や

している。 

・実習や製作の記録，毎授業の振り返りなどで授業内容を深め，自身の生活を振り返りながら考えられ

るような時間を設けている。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①既習事項を活用することを意識させる声かけと個

に応じた適切な支援を行う。 

 

②知識を活用しながら自ら考え，表現する機会を増

やした授業の構築を行う。 

 

＜検証方法＞ 

❶実習や製作の記録課題，ワークシート，題材毎の単

元テスト。 

 

❷実習や製作の記録課題，ワークシート，授業の振り

返り。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

授業内容について既習事項を用いて振り返ったり，

実習等の体験的な活動の際にこれまで身に付けた技

能を発揮したりする児童が増えた。 

 

＜課題＞ 

課題解決に向けて一生懸命取り組む姿は見られる

が，主体的に考えて行動する児童が少ない。 

 

 

 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・引き続き知識を活用しながら自ら考え，表現する

ことを意識しながら授業の構築や課題を設定す

る。 

・小学校での内容を振り返りながら，実生活と結び

付けて考えられるような工夫を授業に取り入れ，

中学校家庭科の学びを深めていく。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 実生活と結び付けながら考えて既習事項を活用し,自力で課題解決に取り組むことができる児童 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度の１学期授業評価アンケートでは，「体育科の授業が好き」「体育科の授業は分かりやすい」と

いう項目に関して，全児童が肯定的な回答をしている。 

・技能のポイントを理解して言葉で説明したり技能習得に向けて繰り返し練習に取り組んだりすることが

できるが，理解から実践（試合形式）へつなげることが課題である。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・体力テストにおいて，良好な記録の児童と記録が伸びていない児童が混在しており，児童によって体力差

や技能に幅があると言える。 

→動画教材，タブレット端末で撮影した自身の姿などを視聴し，要点を理解する。また，児童同士のアド

バイスを踏まえた上で実技に取り組ませる。 

 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・短い合図やキーワードを使って，練習で身に付けた動きと結びついていることを実感させる。 

・技能ポイントやルールをモニターに映し出し，視覚的に体感できるようにしている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①年間２回授業評価アンケートを実施する。 

 

②授業ごとの振り返りや題材ごとのまとめの活動を

充実させる。 

＜検証方法＞ 

❶年間２回の授業評価アンケートの実施内容分析 

 

❷振り返りワークシートのフィードバックを行い，

自己評価を継続して比較する 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

技能習得に向けた練習で，自己修正ができるように

なった。中学以降の体育分野や運動部活動等に直結

する「自律した学習能力」が身についた。 

 

＜課題＞ 

モニターやタブレットではわかっているのに，身体

がついてこないといった葛藤が生じる場面が多かっ

た。「できない」というような停滞ではなく「分析中」

であるとし，「課題を発見できたこと」自体を評価す

るよう声かけを行った。 

 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・成功した瞬間の感覚（手応えやタイミング）を言語

化できるようにする。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

自己の技能を高め，児童が互いにはげまし高め合えるような思考力・判断力・表現力を育む児童 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第６学年 外国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・教科書で学習した単語やフレーズの聞き取りは良好であるが，Small talkにおいて「What～？」や

「Who～？」，「Why～？」などと聞かれた際に，何を問われているのかがつかめないことがある。 

・ＡＬＴに対して自分の思いや考えを伝える際に，Ｉ～.Ｉ’m～.を付け忘れて単語で発言する様子が見

られる。 

・基礎的な単語の読み書きに課題がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

(1) 令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・該当項目なし。 

 

(2) 今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・ＡＬＴと協力し，ジェスチャーをしたり，他の言い方で伝えたりしながら，児童に取り組んでほしい

ことを英語で理解できるようにする。 

・児童が単語で自分の思いや考えを伝えようとした際に，Ｉ～.Ｉ’m～.などの言葉を付け加えて児童が

復唱するように促す。 

・アルファベットや重要語句をワークシートに書く活動を取り入れている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①ねらいとするフレーズを使った２～３往復の短い
会話を毎回の授業で取り入れる。 

②単元の終わりや学期末にパフォーマンステストを
行い，表現力向上を図る。 

③アルファベットや重要語句をワークシートに練習
する活動を取り入れる。 

 

＜検証方法＞ 

❶授業の中で，ＡＬＴや教師，友達との１対１の会話
の様子を観察する。 

❷パフォーマンステストで，学習した単語やフレー
ズを組み合わせて自分のことを表現できているか
確認する。 

❸ワークシートや単元テストで，アルファベットや
重要語句が正しく書けているか確認する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

❶授業の中で，ＡＬＴや教師，友達との１対１の会話
の様子からフレーズを使って応答することができ
た。 

❷パフォーマンステストで，学習した単語やフレー
ズを組み合わせて自分のことを表現できていた。 

❸ワークシートや単元テストで，アルファベットや

重要語句が正しく書けていた。 

＜課題＞ 

特記なし 

 

 

 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・単語だけでなく，文章で応答できるように日々の

授業で指導していく。 

・単語の綴りを覚られるように，反復練習を行って

いく。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童の姿 

Ｉ～.Ｉ’m～.など文章として相手に意見を伝えることができる児童 

 


